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主
な
記
事

�訪れたいから暮らしたいへ　Ｐ��～
�公共施設白書　　　　　　　Ｐ��～
�市政トピックス　　　　　　Ｐ��～
�お知らせワイド版　　　　　Ｐ��～
�真庭が好きっ読者の広場　　Ｐ��～
�ぐるっと真庭まちの話題　　Ｐ��～

�月��日、白いかっぽう着に身を包んだ「配膳ボー
イズ」がテーマソング「あなたによそいたくて」を
披露しました。ボーイズは、旧遷喬尋常小学校で
「なつかしの学校給食」を提供している住民グループ
まにワッショイが結成。自分たちで作詞・作曲した
その歌には、この学校を守っていきたいという思い
がいっぱい詰まっています。



Maniwa ��

　

真
庭
市
は
、
今
年
�
月
に
「
真

庭
市
交
流
定
住
推
進
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
施
策
を
連
携
し
て
交
流

産
業
を
推
進
し
、
定
住
人
口
の
増

加
を
図
る
た
め
の
も
の
。
真
庭
市

が
「
訪
れ
て
み
た
い
」「
住
ん
で
み

た
い
」
と
思
わ
れ
、「
自
分
ら
し
い

生
き
方
を
実
現
す
る
」
場
と
し
て

選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
、

交
流
定
住
を
進
め
る
�
つ
の
基
本

方
向
に
よ
っ
て
、
今
あ
る
施
策
の

整
理
や
新
規
施
策
の
策
定
を
す
る

考
え
方
を
示
し
、
転
入
者
が
転
出

者
を
上
回
る
『
社
会
増
』
を
平
成

　

年
に
は
実
現
す
る
と
い
う
目
標

��を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
具
体
的
な
施
策

を
盛
り
込
ん
だ
「
真
庭
市
交
流
定

住
推
進
戦
略
プ
ラ
ン
」も
策
定
し
、

�
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ

た
の
が
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
機
能

の
整
備
。
こ
れ
を
受
け
、
�
月　
��

日
に
移
住
や
定
住
の
情
報
収
集
・

発
信
拠
点
と
な
る
「
真
庭
市
交
流

定
住
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

真
庭
市
で
は
、「
交
流
・
定
住
」
を
最
も
重
要
な
施
策
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
全
て
の
施
策
を
交
流
・

定
住
に
つ
な
げ
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
交
流
産
業
の
推
進
、
そ
し
て
移
住
定
住
の
推
進
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
今
年
�
月
に
は
、
情
報
収
集
・
発
信
の
拠
点
と
な
る
「
真
庭
市
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー

プ
ン
。
今
回
は
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
と
ふ
る
さ
と
回
帰
を
テ
ー
マ
に
し
て
行
う
愛
ラ
ブ
真
庭
Ｐ
Ｒ
大
作
戦

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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真庭市交流定住センターでは、地域おこし協力隊と集落支援員
が移住相談などの業務を行っています。後列左から、松尾敏正さ
ん、海野文雄さん、松本哲一さん（集落支援員）、前列左から、山
形彩子さん、伊藤めぐみさん

交
流
定
住
推
進
計
画
を
策
定

�
年
で
社
会
増
目
指
す

戦
略
プ
ラ
ン
で

交
流
定
住 
セ
ン
タ
ー
を
計
画

��������	
�
�交流定住推進の基本方向

　 ①活用する地域資源の発掘・創出
　 ②各段階での施策の連携
　 ③新たな交流分野の創出
　 ④ネットワークと情報の活用
　 ⑤地域力の強化を支援する

��������	
�����
�重点施策

　 ①シティプロモーションの推進
　 �交流定住センター機能の整備
　 ③交流定住の推進を目的とする
　　 法人組織の設立
　 ④真庭市ネットワークの構築
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　真庭市では、個人が所有していて現在居住していない市内の住宅で、所有者が賃貸、

売買したいという物件を空き家情報バンクに登録しています。登録された物件は、市が

ホームページなどに公開し、移住希望者に紹介する仕組みを作っています。

�問   総合政策部総合政策課  ℡����-��-����

��������	
�真庭に

住 む
登録された物件は、住まい探し支援サービス（ｈｔｔｐ： / / ｗｗｗ�ｏｋ-ｓｍｉｌｅ�ｊｐ/ｉｊ_ｐｕｂ/？ｍｉｄ=����）
で検索することができます

　

真
庭
市
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
で

は
、
移
住
や
定
住
に
関
す
る
情
報

収
集
や
発
信
の
ほ
か
、
地
域
活
動

の
支
援
も
行
い
ま
す
。
真
庭
市
へ

の
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
考
え

て
い
る
人
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
と
し
て
、
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
の
振
興
局
、
各
支

局
に
は
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
の
分

室
を
設
け
て
お
り
、
地
域
振
興
主

管
に
任
命
さ
れ
た
職
員
が
中
心
と

な
っ
て
、
各
地
域
で
の
交
流
や
定

住
に
関
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

業務内容

①交流、移住、定住に係る調査、情報収集、
　情報発信、情報共有
②交流、移住、定住事業
③移住・定住の相談業務
④地域資源の発見、高付加価値化の支援
⑤地域資源を活用した産業化の支援
⑥地域の情報化、情報発信

真庭市交流定住センター
真庭市久世����-� （真庭市市民活動支援プラザ内）

℡ ����-��-����（代表）
　  ���-����-����（直通モバイル）
Ｆ Ａ Ｘ  ����-��-����
開館時間���：��～��：��
休業日　�月曜日

� �

交流定住センターの役割
（イメージ）

地域づくりイベント
交流イベントなどの支援
（域外サポーターの募集、
　企画支援など）

移住相談
定住ニーズとのマッチング
情報収集・発信
空き家の確保
受け入れ地区とのコーディネート
世話役の発掘
受け入れ気運の醸成

移住者、地域居住者の
ネットワークづくり
新定住者による情報発信促進
新定住者の地域づくりへの
参加促進

��� ��� ���

情報発信

市内ネットワーク 市外ネットワーク

移住希望者
情報のキャッチ
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地
域
活
動
と
移
住
の
お
手
伝
い

　

私
た
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

現
在
�
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

協
力
隊
と
い
う
と
「
あ
る
集
落
に

住
み
込
ん
で
地
域
の
中
心
で
活
動

を
す
る
人
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
真
庭
市
の
協
力
隊
の
仕
事
は

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
�
人
が
自

分
な
り
の
ス
タ
イ
ル
で
動
い
て
い

ま
す
が
、
基
本
的
な
活
動
は
地
域

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
や
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
と
い
っ
た
側
面
か
ら
の
お
手

伝
い
で
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が

交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
の
業
務
。
こ

こ
を
協
力
隊
の
活
動
拠
点
と
し
な

が
ら
、
移
住
相
談
業
務
も
行
っ
て

い
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
ま
だ

真
庭
に
や
っ
て
き
た
ば
か
り
で
す

か
ら
、
知
識
も
経
験
も
な
く
苦
労

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
幸
い

集
落
支
援
員
の
松
本
さ
ん
が
い
て

く
だ
さ
る
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
は
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
発
信
を

　

現
在
私
た
ち
は
、「
地
域
カ
ル

テ
」
と
い
っ
た
も
の
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、学
校
や
病
院
、

買
い
物
を
す
る
お
店
な
ど
、
そ
の

地
域
の
生
活
情
報
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
つ
ま
り
移
住
を
考
え
た

と
き
に
知
り
た
い
情
報
で
す
ね
。

真
庭
市
は
広
い
の
で
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
で
す
が
、
地
域
自
主
組
織

や
自
主
防
災
組
織
と
い
っ
た
地
域

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

な
が
ら
、
市
全
域
の
情
報

を
く
ま
な
く
キ
ャ
ッ
チ
し

て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、

空
き
家
や
雇
用
に
関
す
る

こ
と
な
ど
移
住
を
可
能
と

す
る
情
報
を
発
信
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
交
流
定
住

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

作
成
に
も
取
り
掛
か
っ
て

い
ま
す
。

き
っ
か
け
や
決
め
手
が
大
切

　

私
た
ち
自
身
も
移
住
者
の
一

人
。
そ
う
い
っ
た
立
場
で
も
移
住

希
望
者
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
が

あ
る
は
ず
で
す
。
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
っ

た
移
住
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
も
そ
の
一
つ
で
す
。
移
住

し
て
く
れ
た
ら
後
は
自
由
に
と
い

う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
苦
労

す
る
の
は
暮
ら
し
始
め
て
か
ら
。

悩
み
や
苦
労
を
相
談
で
き
る
環
境

づ
く
り
は
大
切
で
す
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
も
、
移
住
を
す
る
と
き
の

安
心
感
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
移
住
や
定
住
に
は

き
っ
か
け
や
決
め
手
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
そ
の
活
動
を
通
じ
て
、

き
っ
か
け
や
決
め
手
を
提
供
で
き

る
よ
う
な
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
役

と
し
て
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

� 人目の協力隊員となった山形彩子
さん（�月��日の委嘱式）

　

真
庭
市
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
で
移
住
相
談
な
ど
の
業

務
も
こ
な
す
地
域
お
こ
し
協
力
隊
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
松
尾
敏
正
さ
ん
に
、
隊
員
の
活
動
や
セ
ン
タ
ー
の

こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

���������

真庭市地域おこし協力隊

リ ーダー  松尾敏正 さん

　工場などの新規立地や増設により地域の雇用拡大を図る真庭産業団地。市では、優遇

制度の拡大や積極的なＰＲで誘致活動を進め、平成��年度以降で�社の立地が決定しま

した。中でもバイオマス発電では、発電所での直接雇用のほかに、木の切り出しや搬出

といった間接的な作業で百人規模の雇用が期待されています。平成��年�月には�社全

てが稼働予定です。

�����、��������真庭で

働 く

［立地企業 ��社の概要］
・エスアンドエスプロダクツ㈱
　食品用プラスチック容器の製造
・㈱真庭バイオマス発電
　未利用木材などを燃料とした発電
・㈱菱善
　製紙用チップなどの製造
・真庭木材事業協同組合
　燃料用木質チップの製造

着 と々建設が進むバイオマス発電所
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ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
は
が
き
を
挿
入
し
て
い
ま
す

　

愛
ラ
ブ
真
庭
Ｐ
Ｒ
大
作
戦
の
第
�
弾
と
し
て
、
は

が
き
を
挿
入
し
て
い
ま
す
。
第
�
弾
の
「
観
光
」、
第

�
弾
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
続
い
て
、
今
回
は

「
ふ
る
さ
と
回
帰
」が
テ
ー
マ
。
�
月
に
開
催
す
る
ふ

る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
の
ご
案
内
も
兼
ね
て
い
ま
す
の

で
、真
庭
を
離
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
や
ご
友
人
に「
真

庭
に
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
か
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
真
庭
が
ふ
る
さ
と

で
な
い
人
で
も
結
構
で
す
。
交
流
定
住
の
始
ま
り
は

情
報
発
信
か
ら
。
市
民
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
キ
ー
マ

ン
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所
窓
口
に
も
用
意
し
て
い
ま
す

　

絵
は
が
き
は
�
枚
�
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

足
り
な
い
場
合
は
、
市
役
所
本
庁
舎
や
振
興
局
、
各

支
局
の
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
）

������������
　ふるさとに帰りたい！真庭で暮らしたい！を応援するイベント
を開催します。就職やＵ Ｉ Ｊ ターンの総合相談デスクなどを設けま
す。お盆で帰省中のご家族やお知り合いなどお誘いあわせの上、
ぜひご来場ください。

�����・��

����
��日�～��日�

��：��～��：��

市役所本庁舎にて

就職・雇用に関すること　産業観光部商工観光課　℡ ����-��-����
移住・定住に関すること　総合政策部総合政策課　℡ ����-��-����

問い合わせ先

★真庭にＵＩＪターンを希望する人で、フェア当日に愛Love真庭ＰＲ大作戦のはがきを持参された人には、抽選で

記念品をプレゼントします。



　

現
在
、
全
国
の
自
治
体
で
高
度
成
長
期

に
整
備
し
た
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
の
老

朽
化
の
進
行
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
事
故

も
発
生
し
て
お
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
く
の
自
治
体
で
施

設
を
維
持
す
る
た
め
の
費
用
が
財
政
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
国
は
、
早
急
に
公
共
施
設
の
状
況
を

把
握
し
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
計
画
的
な
管
理
を
行
う
こ
と
を
各
自
治

体
に
要
請
し
ま
し
た
。真
庭
市
も
、老
朽
化

や
更
新
費
の
負
担
が
市
の
財
政
運
営
上
、

大
き
な
課
題
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

課
題
解
決
に
向
け
て
公
共
施
設
の
在
り
方

を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
真
庭
市
内
に
は
延
床
面
積
で
約

　

・
�
万
平
方
㍍
、
�
�
�
の
公
共
施
設
が

��あ
り
ま
す
。
な
お
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
あ

る
上
下
水
道
施
設
と
地
元
へ
譲
渡
方
針
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
調
査
か
ら
除
外
し

て
い
ま
す
。
施
設
を
用
途
別
に
見
る
と
、

学
校
教
育
施
設
・
子
育
て
施
設
が
全
体
の

�
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他

の
自
治
体
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
割
合
が　
 
㌫ 
未
満
で
あ

��

る
の
に
対
し
て
、
真
庭
市
で
は　

・
� 
㌫ 
と

��

な
っ
て
お
り
、
観
光
地
域
と
し
て
の
特
徴

が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

抱
え
る
課
題

明
ら
か
に

公
共
施
設
白
書

公
共
施
設
数
は「
�
�
�
」

公
共
施
設
の
現
状

�
�
�
�
�
�
�

　真庭市が所有する公共施設について、建物の性能（品
質）、コストの状況（財務）、利用の状況（供給）の課題
を明らかにした「公共施設白書」を策定しました。白書
の内容と今後の計画について、総合政策部総合政策課の
八木主任に伺いました。

真庭市の公共施設の保有状況�

※施設の延床面積で集計�

学校教育�
　子育て�
　　38.3％�

公共施設�
延床面積�
371,301m2�
（421施設）�

市民文化市民文化�
社会教育社会教育�
11.711.7％�

市民文化�
社会教育�
11.7％�

保健・福祉�
3.8％�

行政施設�
9.9％�

公営住宅�
10.4％�

その他�
   8.7％�

スポーツ�
レクリエーション�
17.2％�
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次
に
真
庭
市
の
公
共
施
設
の
整
備
状
況

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
施
設
を
年
齢
で
表

す
と
、
平
均
年
齢
は　

歳
（
寿
命
は　

歳
）

��

��

と
な
っ
て
お
り
、
大
規
模
な
改
修
（
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
）
が
必
要
と
さ
れ
る　

歳
を
迎

��

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
ご

と
に
見
て
み
る
と
、
建
築
後　

年
を
経
過

��

し
た
建
物
は
全
施
設
の
�
分
の
�
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
施
設
の
老
朽
化

は
さ
ら
に
進
行
し
、　

年
後
に
は
、
過
半

��

数
の
建
物
が
建
築
後　

年
を
経
過
し
ま

��

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
多
く
は

耐
震
性
な
ど
の
安
全
面
で
も
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

老
朽
化
が
進
む
施
設

　

県
内
の　

市
（
岡
山
市
と
倉
敷
市
を
除

��

く
）
の
自
治
体
と
比
較
を
行
っ
た
結
果
、

延
床
面
積
は
�
番
目
の
広
さ
で
す
。ま
た
、

住
民
一
人
当
た
り
の
延
床
面
積
は
、
�
・　
��

平
方
㍍ 
で
�
番
目
で
す
。
な
お
、
国
の
調

査
結
果
で
は
、
同
規
模
の
自
治
体
（
人
口

規
模
や
面
積
が
近
く
合
併
し
て
い
る
）
の

平
均
は
�
・　

平
方
㍍ 
な
の
で
、
一
人
当
た

��

り
の
延
床
面
積
は
広
い
状
況
と
い
え
ま

す
。
公
共
施
設
が
多
い
理
由
は
、
面
積
が

県
内
で
も
っ
と
も
広
く
（
人
口
密
度
で
は

�
番
目
に
低
い
）、
市
町
村
合
併
に
伴
い
、

類
似
し
た
施
設
が
複
数
あ
る
こ
と
も
要
因

の
�
つ
と
考
え
ま
す
。

県
内
自
治
体
の
状
況
は
？

　今回「公共施設白書」の策定の過程で明らかに

なった事実は、行政マンとしても衝撃的なもので

した。

　まず、今ある施設を全て維持・更新しようとす

ると、毎年��億円を超える財源不足が生じること

です。施設の保有量が全国と比較して多い真庭で

は、より深刻な問題として私たちの肩にのしかか

ります。また、施設の利用状況にも問題があるこ

とが浮き彫りになりました。例えば、利用者数が

年間でわずか数十人といった状況であっても施設

維持のため経常的な経費は必要。このような、利

用状況と管理費のアンバランスさも問題です。

　公共施設の更新問題はよく時限爆弾に例えられ

ます。放っておけば必ず爆発し、その威力は自治

体財政を粉々にするほどの破壊力を備えているこ

とからくる例えです。

　公共施設白書で判明したさまざまな課題を含

め、あらゆる情報を共有しながら、市民の皆さん

も、本当に必要な施設の選択や統廃合、最も適し

た施設配置など、財政面や将来の子どもたちに負

担を残さないよう施設のあるべき姿を一緒に考え

ていきましょう。

総合政策部総合政策課

 八  木   和 樹    主任
や ぎ かず き

公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
は
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「公共施設白書」とは…

真庭市の公共施設の整備状況�

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0（万m2）�

H17年度以降�
合併後�

S60年度�
　～H16年度�

S40年度�
　～S59年度�
（高度成長期）�

S40年度以前� 1.7

13.0
1/31/3以上が以上が�
建築後建築後3030年年�
を経過を経過�

1/3以上が�
建築後30年�
を経過�

16.4

6.0

県内13市の公共施設保有状況�

5

10
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35

40

45

50

1

2

3

4

5

6

7

8

9
施設延床面積�

住民一人当たり面積�

新
見
市�

美
作
市�

高
梁
市�

真
庭
市�

備
前
市�

井
原
市�

赤
磐
市�

津
山
市�

笠
岡
市�

玉
野
市�

瀬
戸
内
市�

総
社
市�

浅
口
市�

（m2）�（万m2）�

29.0

25.7

28.7

37.1

24.6 24.1
21.9

46.3

22.6 25.7

14.9

24.7

12.8

　自治体が所有する施設の実態を把握し、
取りまとめたものです。市の財政や施設の
運営、利用の状況を整理することで実態を
把握し、将来の改修や建て替えのシミュレ
ーションや課題を検討する資料として作成
されたものです。
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各
庁
舎 
の
維
持
管
理
費

更
新
費
約�

億
円

��

�
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
か
ら　

年
間
の
施
設
更
新
（
大
規

��

模
改
修
や
建
て
替
え
）
と
し
て
必
要
な
額

を
試
算
す
る
と
、
毎
年　

億
円
（
住
民
一

��

人
当
た
り
�
・
�
万
円
）、
総
額
で
�
�
�

�
億
円
以
上
で
す
。
な
お
、
人
口
が
同
規

模
の
自
治
体
に
お
け
る
住
民
一
人
当
た
り

の
更
新
費
の
平
均
は
年
間
�
・
�
万
円
。

今
あ
る
施
設
を
全
て
維
持
し
続
け
て
い
く

と
、
将
来
の
世
代
は
、
同
規
模
の
自
治
体

よ
り
も
�
万
円
以
上
多
い
負
担
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
市
財
政
計
画
よ
る
と
更
新
費

と
し
て
見
込
め
る
額
は
、
年
間
�
億
円
ま

で
縮
小
す
る
と
予
測
し
て
お
り
、
毎
年　
��

億
円
も
の
額
が
不
足
す
る
事
態
と
な
り
危

機
的
な
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
将
来
を

避
け
る
た
め
に
は
、施
設
総
量
の
縮
減
は
、

避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

公
共
施
設
白
書
で
は
、
す
で
に
個
別
の

整
備
方
針
が
あ
る
小
中
学
校
や
幼
稚
園
・

保
育
園
、
病
院
な
ど
を
除
い
た
�
�
�
施

設
を
対
象
に
維
持
管
理
費
や
施
設
利
用
料

（
収
入
）も
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�
�

�
施
設
の
年
間
の
維
持
管
理
費
は
、
約　
��

億
円
。
更
新
費
だ
け
で
な
く
、
施
設
は
維

持
管
理
の
面
か
ら
見
て
も
大
き
な
課
題
と

い
え
ま
す
。

　

今
後　

年
で
真
庭
市
の
総
人
口
は
現
在

��

の
�
分
の
�
ま
で
減
少
し
て
い
く
と
予
測

さ
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
に
伴
い
、
施
設

利
用
も
減
っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
よ
り
進
行
す

る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
機
能
（
用
途
）
も

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

真庭市役所（本庁舎）
年間維持管理費
約�,���万円

年間維持管理費
約�,���万円

蒜山振興局

年間維持管理費
約�,���万円

年間維持管理費
約�,���万円

北房庁舎落合庁舎

維
持
管
理
費
約�

億
円

��

人
口
減
で
利
用
率
低
下

人口の将来推計

※国立社会保障・人口問題研究所の推計値

平成��年
（����年）

平成��年
（����年）

年齢階級

��,���人��,���人総人口

�,���人�,���人
幼少人口
（�～��歳）

��,���人��,���人
生産年齢人口
（��～��歳）

��,���人��,���人
老齢人口
（��歳以上）

今後40年の公共施設の更新費推計�

※既存施設を全て維持し続けた場合�

※毎年24億円�
が不足�

更新費のピーク�

更新費の平均額�
33億円／年�

更新予算額�
9億円／年�

毎年の更新費�

10

0

20

30

40

50

60

70

80

（億円）�

Ｈ
24
�

10
年
後�

20
年
後�

30
年
後�

40
年
後�
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公
共
施
設
白
書
の
策
定
に
よ
り
過
去
か

ら
将
来
ま
で
の
施
設
の
状
況
や
人
口
動

態
、
財
政
状
況
か
ら
課
題
が
は
っ
き
り
と

見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、施
設
を
経
営
資
源
と
位
置
付
け
、

最
適
な
状
態
（
最
少
の
費
用
と
最
大
の
効

果
）
で
保
有
、
運
営
、
維
持
し
て
い
く
た

め
の
総
合
的
な
管
理
手
法
で
あ
る
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
施
設

ご
と
に
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
施
設
概
要
・

利
用
者
数
・
維
持
管
理
費
な
ど
客
観
的
数

値
を
過
去
�
年
分
の
平
均
値
を
基
に
と
り

ま
と
め
、
用
途
・
目
的
に
応
じ
た
特
性
で

比
較
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
総
合
計
画
に

合
わ
せ
て
北
部
・
中
部
・
南
部
の
�
つ
の
エ

リ
ア
ご
と
の
現
状
も
整
理
し
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
管
理
へ

�
�
�
�
�
�
�

　

公
共
施
設
白
書
と
施
設
カ
ル
テ
は
現
状

の
利
用
者
数
や
管
理
経
費
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
な
の
で
、
今
後
は
、
こ
の
情
報
を

基
に
公
共
施
設
の
見
直
し
（
統
廃
合
や
再

編
）
に
向
け
た
方
向
性
を
検
討
し
公
共
施

設
の
適
正
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
建
設
さ
れ
た
施
設
は
、
維

持
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
取
り
壊
す

こ
と
に
な
っ
て
も
費
用
は
掛
か
り
ま
す
。

一
つ
一
つ
の
公
共
施
設
は
、
市
民
共
有
の

大
切
な
財
産
で
、
施
設
の
見
直
し
は
利
用

者
の
生
活
の
満
足
度
に
も
直
接
つ
な
が
る

大
き
な
問
題
で
す
。
現
状
よ
り
利
用
し
や

す
い
開
館
時
間
の
設
定
や
施
設
を
集
約
し

適
正
配
置
に
向
け
て

施設見直しの視点

【保有量】将来の人口規模から適正な保有量まで縮減
【長寿命化】財政的に持続可能な更新費用へ平準化
【機能・用途】市民ニーズの変化に合わせた機能へ転用
【配置】施設の集約化・複合化
【施設運営】利用者増加・民間活用・地区譲渡など

年間維持管理費
約�,���万円

年間維持管理費
約�,���万円

年間維持管理費
約���万円

勝山庁舎美甘庁舎湯湯原庁舎

多
機
能
化
を
目
指
す
な
ど
、
知
恵
や
工
夫

に
よ
っ
て
生
活
の
質
を
上
げ
る
ま
ち
づ
く

り
は
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
真
庭
市

全
体
と
し
て
、
教
育
や
観
光
、
福
祉
な
ど

機
能
別
の
方
向
性
や
施
設
を
ど
う
生
か
し

て
い
く
の
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
公

共
施
設
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
将
来
の
世

代
へ
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
私
た
ち
に
は
自
覚
と
責
任
を
持
っ
た

行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

錆びて脆くなった鉄（イメージ）

ひび割れた壁（イメージ）
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市政に関する動きの一部を紹介します
�
������

草木染作家の加納容子さ
んが市からの依頼で制作
したのれんが完成し、オ
オサンショウウオ保護セ
ンターに展示されました。
それぞれ鶯色と桃色を基
調としており、のれんの
デザインコンセプトなど
が説明されました。

�������はんざきのれんをお披露目
宝くじ助成事業「米村で
んじろうサイエンスショ
ー」が、勝山地区の小学
生と保護者を対象に、勝
山文化センターで行われ
ました。静電気実験や空
気砲など、科学の世界を
楽しく分りやすく学びま
した。

�������でんじろうに学ぶ科学の世界

 
真
庭
市
総
合
計
画
策
定
も
の
が
た
り
会
議

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

����

ワークショップの最後は
グループごとに発表。
地元の高校生も大勢参
加し、活躍しています

トピックス�

ものがたり会議では、随時登録委員を募集して
います。参加を希望する人は、総合政策課（℡
����-��-����）にお申し込みください。一緒に
��年後の真庭の姿を描きましょう。

������

　

第
�
回
も
の
が
た
り
会
議
が
�
月　

日
に
本
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。

��

約　

人
が
参
加
し
、
市
の
現
状
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら　

年
後
の
真
庭
の

��

��

姿
を
描
く
作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
住
民
意
見
を
総
合

計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
そ
の
回
ご
と
に
テ
ー

マ
を
定
め
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
第
�
回
（
�
月　

日
）
は
文
化
・
芸

��

術
、
第
�
回
（
�
月　

日
）
は
健
康
福
祉
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

��

�
月
上
旬
ま
で
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
開
催
し
、
み
ん
な
の
思
い
を
提
言

書
と
し
て
ま
と
め
て
市
長
に
提
出
し
ま
す
。

和気あいあいと、でも真
剣に話し合い、真庭市の
 ��年後の姿を描いてい
きます

※総合計画策定の進捗状況などをお知らせする専用サイトを開設

しています。真庭市ホームページのトップページからご覧いただ

くことができます。



こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

新しい総合計画づくり
　真庭市では、現在、��年度から始める新総合計画
づくりに取り組んでいます。人口減少と高齢化社会、
地方交付税の大幅減額の状況下で、真庭市が町村連
合ではなく「市」として、永続的に活力を持ち続けるに
は？魅力ある地域になるには？未来の真庭を語る「も
のがたり会議」を開き、公募で参加した��数名の方々
（高校生や若い人も大勢参加）が熱くまちづくりを語
っています。あなたも加わり、元気で希望の湧く真
庭づくりを語りませんか！

��� Maniw a

へき地教育助成贈呈式が
行われ、みずほ教育福祉
財団から、八束小学校へ
目録が渡されました。へ
き地の学校が宿泊を伴う
交流学習を行う場合など
に助成されるもので、夏
と冬高知県須崎市の南小
学校と交流を行います。

�������交流事業に役立てます

写真左：ちょっとした高台から見下ろす風景も自転車だからこ
そ出会えるもの　写真中：車だと狭い道でも自転車なら自分の
ペースでのんびりと散策できます　写真右：史跡などに足を止
めて地域の風土に触れることができるのも散走の魅力の一つ
（田部の義民の墓）

　

散
走
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
�
月
�
日
〜
�
日
、
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
白
樺
の
丘
（
蒜
山
上
福
田
）
で
開
か
れ
ま
し

た
。
自
転
車
を
使
っ
て
散
歩
を
す
る
よ
う
に
地
域
と

触
れ
合
い
な
が
ら
走
る
の
が
散
走
。
初
日
は
講
演
な

ど
で
散
走
の
考
え
方
を
学
び
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
蒜
山
エ
リ
ア
内
で
の
コ
ー
ス
作
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
�
日
目
に
は
実
際
に
そ
の
コ
ー
ス
を
自
転
車
で

巡
る
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は

約　

人
が
参
加
し
、
普
段
と
は
違
っ
た
目
線
か
ら
見

��
え
る
地
域
の
魅
力
を
楽
し
み
ま
し
た
。

��������	��������	
��������	
����������	
��

 散走フォー ラム

散走の魅力などについて学んだフォーラム



必ず�

Maniwa��

大切な命を守るために住宅用火災警報器
お知らせワ イ ド
���������	����
����

※電池交換などをしても作動しないときは故障の可能性があります。取扱説明書をご覧いただくか、メ
ーカーに問い合わせるなどしてください。
※住宅用火災警報器の電池寿命は�年、��年のものが主流ですが、電池交換ができないものもあります。
その場合は警報器自体の取り換えが必要になります。

早
期
発
見
、
逃
げ
遅
れ
予
防
に
効
果

　

平
成　

年
に
発
生
し
た
全
国
の
住
宅
火

��

災
は
�
万
�
�
�
�
件
で
、
死
者
は
�
�

�
人
。
そ
の
死
者
の
約
�
割
が
「
逃
げ
遅

れ
」
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

さ
ら
に
そ
の
�
割
が　

歳
以
上
の
高
齢
者

��

で
あ
り
、
今
後
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、

死
者
数
の
増
加
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
率
は
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
平
成　
��

年
で　

・
�
㌫
。そ
れ
に
伴
っ
て
住
宅
火
災

��

発
生
件
数
お
よ
び
そ
の
死
者
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
火
災
の
早
期
発
見
や
逃
げ
遅

れ
の
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
ま
す
。

管
内
全
戸
調
査
が
完
了

　

真
庭
市
消
防
本
部
で
は
、
平
成　

年
か

��

ら
平
成　

年
に
か
け
て
設
置
状
況
調
査
を

��

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
不
在

な
ど
で
聞
き
取
り
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

約
�
�
�
�
件
を
、
地
元
消
防
団
の
協
力

で
追
跡
調
査
。
こ
の
�
月
末
ま
で
に
管
内

全
戸
の
調
査
が
完
了
し
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
、管
内
の
設
置
率
は　

・
�
㌫
。
全
国

��

平
均
を
� 
㌫ 
も
下
回
る
状
況
で
す
。
真
庭

市
で
は
、
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
切
な
家
族
の
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
も
、
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

★
付
け
て
て
よ
か
っ
た
！
こ
ん
な
事
例
★

ケ
ー
ス
①

電
気
ス
ト
ー
ブ
を
点
け
た
ま
ま
寝
て
し
ま

い
、
近
く
に
あ
っ
た
毛
布
に
着
火
。
警
報

器
の
音
に
気
付
き
初
期
消
火
を
し
て
�
�

�
番
通
報
し
た
。

ケ
ー
ス
②

揚
げ
物
を
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
電
話

を
し
て
い
る
と
、
警
報
器
の
音
が
。
鍋
か

ら
火
が
出
て
い
る
の
に
気
付
き
、
�
�
�

番
通
報
し
た
。

ケ
ー
ス
③

ガ
ス
コ
ン
ロ
に
鍋
を
か
け
た
ま
ま
外
出
。

鍋
か
ら
出
た
煙
を
台
所
の
警
報
器
が
感

知
。
警
報
音
に
気
付
い
た
隣
人
が
�
�
�

番
通
報
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
あ
な
た
自
身
は
も
ち
ろ

ん
、
大
切
な
家
族
の
命
を
住
宅
火
災
か
ら
守
る
た
め
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
ち
ゃ
ん
と
作
動
す
る
よ
う
、
日
ご
ろ
の
管
理
を
し
て
住
宅
火
災

の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。�問
 
  
消
防
本
部
予
防
課　

御
船　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

な
け
れ
ば　
　
　

設
置

あ
っ
た
ら　
　
　

確
認

汚れていませんか？
ほこりが付くと火災を感知
しにくくなります。汚れが目
立ったら、乾いた布で拭き取
りましょう。

音は鳴りますか？
月に１度は作動テストをし
ましょう。ボタンを押せば
（ひもがある場合は引く）テ
ストできます。

電池はありますか？
電池切れは音声やピッピッ
といった一定間隔の音でお
知らせしますので、新しい電
池に交換してください。

いいいいいいざざざざざざとととととといいいいいいううううううととととととききききききののののののたたたたたためめめめめめにににににに確確確確確確認認認認認認ををををををいざという ときのため に 確 認を！！！！！！ ！
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��� Maniwa

これからの真庭市を考えよう市民・行政・議会で
お知らせワ イ ド
���������	����
����

頑張る商工業者を応援します人材育成補助金
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　これからの真庭市のまちづくりについて、地域の実情・課題に焦点を当て、市民・行政・議会が
それぞれの立場で考えていく機運を高めるためにまちづくり講演会を開催します。講師には、
真庭市でのバイオマス利活用事業の取り組みを取り上げた「里山資本主義」の著者である藻谷
浩介さんをお迎えします。入場無料です。ぜひお越しください。

�問   議会事務局　℡����-��-����

真庭市議会  ����������	

演題里山真庭か ら日本を変 え る

プロフィール

㈱日本総合研究所 調査部 主席研究員。
日本開発銀行、米国コロンビア大学ビジネススクール留学、日本経済研究所など
を経ながら、地域振興や人口成熟問題に関し精力的に研究・著作・講演を行う。 
 ����年より現職。山口県生まれ��歳。

[講師]  �����������     氏

も たに こう すけ

 「里山資本主義」著者
真庭市でのバイオマス事業などを取り上げた�冊。新書大賞����に輝いた。

  日時  �月��日� ��：��～　場所  勝山文化センター

交付申請は、研修会などの開催期日前に行ってください。申請方法など詳しくは、お問い合わせください。

　市内の商工業者が技術力や経営力の強化を図るために、技術水準の向上や
能力開発など人材育成を目的とした研修を受講させるときの経費に対して、
補助金を交付します。

�問   産業観光部商工観光課　村松　℡����-��-����

■対象者　　市内に事業所を有する商工業者で、従業員の研修会経費などを負担

　している事業者

■対象経費　研修にかかる受講料やテキスト代（旅費、宿泊費は除きます）

■補助率　　補助対象経費の�／�（上限は�万円）

����������
���

が
ん
ば
る�

商
工
業
者�

応援�
します�



Maniwa ��

事前協議をお忘れなくご利用ください
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　真庭市では、市が管理する上水道、簡易水道などの水道施設が整備されていない地域での生活

用水確保のため、簡易な給水装置を新設・修繕する事業に補助金を交付しています。設置をお考

えの場合は、水道課にご相談ください。 �問   建設部水道課　西本　℡����-��-����

簡易給水施設補助金

事前協議の期限対象区分補助率
（補助限度額）

対象経費
の上限

対象戸数補助対象経費

随時受付新設・修繕

�/�以内
（��万円）

���万円�戸○請負施工の場合
　（工事請負費など）

○直営施工の場合
　（材料費、労務費、調査費、
　   検査費、消費税など）

�/�以内
（���万円）

���万円�戸～�戸

実施の前年度�月
末日まで

新設
��％以内
（�,���万円）

�,���万円�戸以上

ご注意ください ! !
●予算に限りがあるため先着順です。
　（申請多数で受け付けできない場合もあ
　ります）

●工事を行っても水量を確保できなかった
　場合は、補助金を交付できません。

※写真は設置のイメージです

○対象者

　真庭市内に住所を有する人

○事業の例

【水源確保】山水などの水源が枯渇したため、

新たに井戸を掘る。

【水質改善】山水や井戸の水質が悪化したため、

ろ過器を設置する。（蛇口付近に設

置する簡易なものは対象外です）

○補助対象地区

　市管理の上水道、簡易水道または飲料水供

給施設の給水区域であるかによって、対象と

なる条件が異なります。

【給水区域外】水質が不良な地区、または生活

用水の需給に困っている地区

【給水区域内】水道本管からの距離がおよそ���

メートル以上離れており、水質

が不良な地区、または生活用水

の需給に困っている地区

○申請方法

　水道課に事前協議の上、申請書類（事業計画

書、設計書、住民票など）を提出してください。

※申請書類は、事前協議の際、補助対象とな

　る場合に配布します。

※事前協議の際は、現地の位置図および、現

　況または予定地の写真をご持参ください。



���Maniwa

申し込みは�月��日�まで
お知らせワ イ ド
���������	����
���� 一人で悩まずまず相談

お知らせワ イ ド
���������	����
����

一緒に学びませんか美作国����年の歴史
お知らせワ イ ド
���������	����
����

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

〒
�
�
�
ー
�
�
�
�

真
庭
市
久
世
�
�
�
�
ー
�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

昨年度の講座の様子昨年度の講座の様子

※
原
則
と
し
て
、
受
付　

午
後
�
時
〜　

講
座　

午
後
�
時　

分
〜
�
時

��

※
都
合
に
よ
り
、
講
師
・
日
程
・
会
場
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

開
催
日

�
月
�
日
�

�
月　

日
�

��

　

月　

日
�

��

��

　

月　

日
�

��

��

　

月　

日
�

��

��

�
月　

日
�

��

講
座
内
容（
仮
題
）

原
史
・
古
代
の
美
作

古
代
の
美
作
国

中
世
前
期
の
美
作
社
会

中
世
後
期
の
美
作
国

近
世
の
美
作
国

近
現
代
の
美
作

講
師

行
田
裕
美
（
津
山
市
河
辺
公
民
館
館
長
）

仁
木
康
治
（
津
山
市
教
育
委
員
会
主
査
）

前
原
茂
雄
（
歴
史
研
究
者
）

森　

俊
弘
（
真
庭
市
教
育
委
員
主
幹
）

小
島　

徹
（
津
山
市
立
津
山
郷
土
博
物
館
次
長
）

日
下
隆
春
（
鏡
野
町
教
育
委
員
会
主
任
）

�
�
�
�
�
�
�
受
講
生

募
集

問い合わせ先　総合政策課　中島　℡����-��-����

宝 く じ助成コミュニティ活動に
ご活用ください

　財団法人自治総合センターでは、地域住民が行うコ
ミュニティ活動を推進することを目的に、宝くじの社
会貢献広報事業として、コミュニティへの助成を行っ
ています。平成 ��年度分の助成を希望する団体は期限
内にお申し込みください。

■対象団体　
　自治会などの地域的な共同活動を
　行っている団体、 またはその連合体

■提出先　
　総合政策課または蒜山振興局・各支局総務振興課

内容が変更になる可能性もあります。あらかじめ了承ください。

対象となる事業内容助成金額事業の区分

住民が自主的に行うコミ
ュニティ活動に必要な設
備の整備

 ���～���万円
一般コミュニティ
助成事業

住民のコミュニティ活動を
推進するための集会所の
建設整備

対象事業費の
 �/�以内
※上限����万円

コミュニティ
センター助成事業

自主防災組織などが行
う地域の防災活動に必
要な資器材・設備などの
整備

 ��～���万円
地域防災組織育成
助成事業

青少年の健全育成に資
するため、主として親子
で参加する事業

 ��～���万円
青少年健全育成
助成事業

問い合わせ先

真庭市社会福祉協議会　　　　℡����-��-����
真庭市地域包括支援センター　℡����-��-����

高齢者・障がい者
なんでも相談会 i n 真庭
弁護士、司法書士、税理士、社会保険労務士、その他
医療福祉関係専門職による無料相談を開催します!!

◆日時　�月��日�  午前��時～午後�時
◆場所　久世保健福祉会館
【内容】高齢の人や障がいのある人が、安心して地域で
生活できるように、法律や福祉などについての質問や
相談、虐待や権利侵害に関する相談などを受け付けま
す。相談は無料で、事前予約の必要もありません。相
談時間の制限がありませんので、納得いくまでゆっく
り相談することができます。

当日は電話でも相談を受け付けています 。

�����������	��
 へおかけください。

同日� 「成年後見入門講座」開催
【時間】 午後�時～�時   【場所】 久世保健福祉会館
「どんな時に制度を利用するの？」といった疑問な
どについて、分かりやすく説明します。

　

真
庭
市
教
育
委
員
会
で
は
、真
庭
市
歴
史

講
座
と
し
て
真
庭
市
ゆ
か
り
の
事
物
を
は
じ

め
、さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
連
続
講
座
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
�
年
目
と
な
る
今
年
の

講
座
は
、
美
作
国
建
国
�
�
�
�
年
を
記
念

し
て
発
刊
さ
れ
た
『
み
ん
な
で
学
ぶ
、
ふ
る

さ
と
美
作
の
あ
ゆ
み
』の
主
な
著
者
を
招
き
、

執
筆
の
裏
話
を
交
え
つ
つ
、
美
作
国
�
�
�

�
年
の
歴
史
を
分
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

◆
会
場　
　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料　

年
間
�
�
�
円

◆
定
員　

先
着　

人
��

◆
申
込
方
法　

は
が
き
に
「
真
庭
市
歴
史
講

座
応
募
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
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平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

������

　

生
産
現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。
野
菜
な
ど
の
栽
培
に
興
味
の

あ
る
人
、
こ
れ
か
ら
栽
培
を
始
め

て
み
よ
う
と
思
う
人
、
ぜ
ひ
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時
・
場
所

【
ト
マ
ト
・
リ
ン
ド
ウ
コ
ー
ス
】

○
日
時　

�
月　

日
�　

��

午
後
�
時
〜
�
時

○
集
合
場
所　

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
蒜
山

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

【
ブ
ド
ウ
・
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
コ
ー

ス
】

○
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時
〜
�
時

○
集
合
場
所　

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
落
合

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

※
集
合
場
所
か
ら
現
地
ま
で
は
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

■
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
程
度

��

（
真
庭
市
・
新
庄
村
に
在
住
の 

人
）

■
参
加
費　

�
�
�
円
程
度

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

○
Ｊ
Ａ
ま
に
わ
蒜
山
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

○
Ｊ
Ａ
ま
に
わ
落
合
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

○
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
北
房
総
合
セ
ン
タ
ー

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

○
真
庭
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

消
費
者
被
害
に
遭
い
や
す
い
人

の
見
守
り
な
ど
、
安
全
で
安
心
な

消
費
生
活
を
支
え
る
活
動
を
行
う

「
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
ご
自
身
や
家

族
、
地
域
を
消
費
者
被
害
か
ら
守

る
た
め
に
、
講
座
で
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時　

分
〜
�
時

��

■
場
所　

久
世
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
講
師　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
相
談
員

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　
　

人
��

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

く
ら
し
安
全
課　

釜
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
代
理
人
の
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先 
市
民
課  
中
山

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

����市町村振興宝くじ

史上最高額!!
今年のサマーは

���億 円 !!
でっかい夏をまるか じり ! !

サマ ージャンボミニ

�����万 円
同時
発売

（公財）岡山県市町村振興協会

発売期間 ��月�日�
　　　　　  ～�月��日�
抽 選 日 ��月�日�
この宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。

給付金の内容など詳しくは各担当
課にお問い合わせください

臨時福祉給付金　　　　　 � 福祉課　藤本・難波　　　　℡ ����-��-����
子育て世帯臨時特例給付金 � 子育て支援課　樋口・二若　℡ ����-��-����

申請はお早めに

�月下旬 ��月�日まで

申請書類
受け取り

書類に
記入

書類提出
(郵送可)

給付金を受給
(指定口座に振込)

支
給
決
定

���月下旬に臨時福祉給付金と子育て世帯
臨時特例給付金の申請書類を対象者に送
付しています。現在申請を受け付けていま
すので、早めに手続きをお願いします。

農
業
現
地
見
学
会

集
合
！  
来
て
、見
て
、知 
っ 
て

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

受
講
生
募
集

年
金
相
談

予
約
を
お
忘
れ
な
く
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防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
を
募
集

し
ま
す
。
男
子
の
入
隊
時
期
は
異

な
り
ま
す
が
、
女
子
の
入
隊
時
期

は
平
成　

年
�
月
下
旬
〜
�
月
上

��

旬
予
定
で
す
。

■
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

■
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有

し
、
平
成　

年
�
月
�
日
現
在
で

��

　

歳
〜　

歳
未
満

��

��

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜
�

月
�
日
�  
※
締
切
日
必
着

■
試
験
日　

・
男
子　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

（
原
則
�
月　

日
以
降
）

��

・
女
子　

�
月　

日
�
〜　

日
�

��

��

■
募
集
説
明
会

○
久
世
公
民
館　

�
月
�
日
�　

午
後
�
時
〜

○
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山

地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

市
営
日
帰
り
入
浴
施
設
「
真
庭

市
湯
原
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
」

に
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

湯
原
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
、
足
温
泉
館
、
ひ
ま

わ
り
館
に
備
え
付
け
の
募
集
用
紙

に
記
入
し
、
募
集
箱
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限　

�
月　

日
�
ま
で

��

■
問
い
合
わ
せ
先

湯
原
支
局
総
務
振
興
課　

高
島　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
化
月
間
」
で
す
。
犯
罪
を

社
会
か
ら
無
く
し
、
住
み
よ
い
環

境
を
作
る
た
め
の
活
動
や
啓
発
を

強
化
月
間
に
合
わ
せ
行
い
ま
す
。

◇
真
庭
地
区
推
進
大
会

■
日
時　

�
月　

日
�　

��

午
前　

時
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
講
演　

『
共
に
生
き
る
』―
真
庭

の
そ
ら
は
あ
か
ね
色
―　

講
師　

山
下
佶
子
（
更
生
保
護
女

性
会
理
事
）　

◇
作
文
募
集

■
対
象
者　

真
庭
地
区
内　

小
中

学
校
児
童
、
生
徒

■
題
材　

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

■
応
募
期
限　

�
月
�
日
�

■
問
い
合
わ
せ
先  
福
祉
課  
江
川

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
就
職
を
目
指
す
若
者

の
た
め
に
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

�
月　

日
�
、
�
月　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
受
講
内
容　

①
企
業
が
求
め
る
人
物
像
と
効
果

的
な
自
己
Ｐ
Ｒ
方
法

②
模
擬
面
接
と
マ
ナ
ー
講
座
な
ど

■
場
所　

津
山
市
立
図
書
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

お
か
や
ま
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

昆虫博士から説明を聞きながら、
チョウ類やバッタを採集します。

昆虫採集
蒜山高原で

をしよう!

■期日　 �月�日�
■場所　蒜山ベアバレースキー場
■集合時間　午前 � 時現地
■服装　帽子着用、水筒は各自で
　持参ください。

申し込み・問い合わせ先

環境課  金田  ℡����-��-����

■申込期限　�月��日�
　電話でお申し込みください

蒜
山
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

も
食
べ
れ
る
よ
!

���� ふるさと勝山もみじまつり

�����������参加チーム募集
����

『ふるさと勝山もみじまつり』のメイン
イベント「YOSAKO I ソーラン踊り」
の参加チームを募集します。

■日時　��月�日�  �：��～��：��
■メイン会場
　勝山文化センター駐車場
■参加資格　�チーム��人以上
■参加ルール
・コスチュームやメイクは自由
・鳴子を持って踊ること
・音楽は「�����������	�
���」
■申込方法　勝山支局・勝山文化センタ
　ーにある申込用紙に必要事項を記入
　し、�月��日�までに申し込み

申し込み・問い合わせ先

ふるさと勝山もみじまつり実行委員会
事務局（勝山支局総務振興課内）　    
℡����-��-����

東日本大震災復興祈願イベント・���������������	 第三弾

�問   Ａｃｏｕｓｔｉｃ Ｂａｎｄ 勇次　井上　℡���-����-����

「夏だ ！ ＬＩＶＥだ ！ ビアガーデンだぁ～ ！ 」
�� � � � ��  � � ＳＡ Ｔ � 
����������	


����������	
@久世エスパスホワイエ
入場料：無料

各種飲食物の出店あ り

�問   富松文治　℡����-��-����

真庭吹奏楽団 レヴール

第１９回 定期演奏会
日時：�月��日�  開場��：��～、開演��：��～
場所：勝山文化センター  ポンテホール
入場料：���円（小学生以下無料）
ゲスト出演：勝山中学校吹奏楽部

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

若
い
力
を
求
め
て
い
ま
す

湯
原
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

名
称
募
集

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間

更
生
保
護
活
動
に
理
解
を

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い

出演バンド

Ｆｕｔｕｒｅ Ｂａｎｄ ＡＵＮ-�（フォークソング）
ＤＯ - ＭＯ（ＰＯＰＳ）
Ａｃｏｕｓｔｉｃ Ｂａｎｄ 勇次（長渕剛カバー）
Ｈｕｌｌ（沖縄ソング）

Ｇｕｅｓｔ
ＳＫ ＤＡＮＣＥ ＣＲＥＷ（スポレ）
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い
の
里

■
参
加
費　

無
料
（
昼
食
を
希
望

す
る
人
は
昼
食
代
�
�
�
円
）

※
中
学
生
以
下
無
料

■
用
意
す
る
も
の　

か
ま
、
の
こ

ぎ
り
、
剪
定
ば
さ
み
、
軍
手
（
お

う
ち
に
あ
る
範
囲
の
も
の
）

■
服
装　

作
業
し
や
す
い
服
装

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
・
ト
ン
ボ
の
森
づ
く
り
推
進

協
議
会
（
事
務
局
環
境
課
）

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

難
病
の
あ
る
人
の
出
張
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
内
容
は
原
則

と
し
て
就
労
相
談
で
、
就
職
支
援

専
門
員
が
対
応
し
ま
す
。

■
日
時　

偶
数
月
の
第
�
水
曜
日

午
後
�
時
〜
�
時

■
場
所　

真
庭
保
健
所

■
内
容　

原
則
と
し
て
就
労
相
談

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す　

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン 

タ
ー

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

わ
な
や
銃
な
ど
を
使
い
、
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
を
行
う
に
は
、
狩
猟

免
許
が
必
要
で
す
。
取
得
を
希
望

す
る
人
は
講
習
会
を
受
講
し
、
免

許
試
験
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
新
規

の
免
許
取
得
に
限
り
受
講
料
、
受

験
手
数
料
の
補
助
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
狩
猟
初
心
者
講
習
会

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前
�
時
〜

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
受
講
料　

�
千
円

◇
狩
猟
免
許
試
験

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前
�
時　

分
〜

��

　

「
真
庭
市
営
住
宅
整
備
計
画
」の

見
直
し
を
す
る
に
当
た
り
検
討
委

員
会
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
期
限
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　

�
人

■
募
集
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
住
宅
課 　

畦
崎

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
生
息
で

き
る
森
林
環
境
を
目
指
し
て
、
ト

ン
ボ
の
森
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
「
ト
ン
ボ
観
察
会
＆
ス
ケ

ッ
チ
大
会
」
と
「
キ
ノ
コ
観
察
会
」

を
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ

真
庭
市
営
住
宅
整
備
検
討
委
員

募
集
し
て
い
ま
す

�������

�日

�勝山病院・勝山

　����-��-����

�本山医院（内）・落合

　����-��-����

��日

�金田病院・落合

　����-��-����

�岸本医院

　����-��-����

��日

�近藤病院・勝山

　����-��-����

�さくもとクリニック（外）・北房

　����-��-����

��日

�金田病院・落合

　����-��-����

�新庄村診療所

　����-��-����

��日

�湯原温泉病院・湯原

　����-��-����

�高田医院・落合

　����-��-����

　

�日

�落合病院（内）・落合

　����-��-����

�金田病院・落合

　����-��-����

�中井医院・勝山

　����-��-����

�����

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

■
受
験
資
格　
　

歳
以
上
で
、
受

��

験
禁
止
項
目
に
該
当
し
な
い
人

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
受
験
手
数
料　

�
�
�
�
円

※
現
に
有
効
な
狩
猟
免
許
を
所
持

す
る
人
が
、
こ
れ
と
異
な
る
種
類

の
狩
猟
免
許
を
受
験
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
�
�
�
�
円
相
当
の

岡
山
県
収
入
証
紙
を
狩
猟
免
許
申

請
書
の
収
入
証
紙
欄
に
貼
り
付
け

て
く
だ
さ
い
。

◇
共
通
事
項

■
申
込
先　

美
作
県
民
局
真
庭
地

域
事
務
所
真
庭
地
域
森
林
課
ま
た

は
猟
友
会
各
分
会
長

■
申
込
方
法　

農
林
振
興
課
、
振

興
局
・
支
局
総
務
振
興
課
、
各
猟

友
会
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課　

中
島

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��������	

�日　小暑

��日　海の日

��日　大暑

リ
サ 
イ
ク 
ル 
プ
ラ 
ザ
手
芸
教
室

ペットボトルと紙粘土でオリジ
ナル小物入れを作りましょう。
　
　■日時　
　　�月��日�  ��：��～
　■場所
　　リサイクルプラザまにわ
　■参加費　���円
　■定員　��人　　
　■申込期限　�月�日�
　
※牛乳パック�個、ボンド、ハサミ
をご持参ください。
（無い場合は、ご用意いたします。）

申し込み・問い合わせ先

リサイクルプラザまにわ
℡����-��-����

第�

回
ト
ン
ボ
の
森
づ
く
り

��
参
加
者
募
集

難
病
の
あ
る
人
の
出
張
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

狩
猟
免
許

取
得
し
ま
せ
ん
か



旭川�

しらうめ団地�

落合総合公園�

落合庁舎�

落合IC�
中国道�

��� Maniwa

　

広
報
真
庭
�
月
号　

�
の
「
ま

��

に
わ
食
育
ク
イ
ズ
」
の
答
え
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
カ
ッ
コ
内
は
×

の
と
き
の
正
答
で
す
）

Ｑ
�
・ 

○

Ｑ
�
・ 

×
（
米
）

Ｑ
�
・ 

○　

Ｑ
�
・ 

×
（
う
な
ぎ
）

Ｑ
�
・ 

×
（　

�
�
）

��

Ｑ
�
・ 

○　

Ｑ
�
・ 

○　

Ｑ
�
・ 

×
（　

本
）

��

Ｑ
�
・ 

○

Ｑ　

・ 

○

��

全
問
正
解
者
に
は
、
抽
選
で
記
念

品
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課　

兵
江

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　　

真
庭
音
楽
祭
実
行
委
員
会
で

は
、地
域
の
人
々
の
幅
広
い
交
流
、

連
携
の
場
、
地
域
の
音
楽
文
化
の

発
展
の
た
め
に
、
真
庭
音
楽
祭
の

出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　
　

月　

日
�

��

��

正
午
〜
午
後
�
時

■
会
場　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
参
加
資
格　

音
楽
を
演
奏
す
る

個
人
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
（
演
奏
時

間
は　

分
程
度
）

��

■
申
込
期
限　

�
月
�
日
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
音
楽
祭
実
行
委
員
会
（
真
庭

青
年
会
議
所
内
）

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

夏
の
風
物
詩
、
落
合
納
涼
花
火

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
打
上
・
仕

掛
け
に
よ
る
約
�
�
�
�
発
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
当
日
の
駐
車
場

は
、
�
�
前
後
会
場
か
ら
離
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
午
後
�
時

〜
�
時　

分
ま
で
会
場
周
辺
は
交

��

通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時　

分
〜
�
時

��

※
延
期
の
場
合
は
�
月
�
日
�

■
場
所　

落
合
支
局
周
辺

■
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
商
工
会
落
合
支
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

落
合
支
局
総
務
振
興
課　

山
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

村
越
顕
一
さ
ん
（
宮
城
県
黒
川

郡
富
谷
町
）、
佐
藤
栄
剛
さ
ん
（
福

財産活用課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	

・市道粟村線舗装新設工事（建設課）

　�富松組…���������円

���������	


・市道清水寺線道路災害復旧工事（建設課）

　�三木工務店…����������円

・市道七石線道路改良工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　�柴田工務店 …���������円 

・市道小原集会所線道路改良工事

　（落合支局総務振興課）

　�金平工務店 …���������円

・焼却施設　バグフィルタ等補修工事

　（クリーンセンターまにわ）

　�スガテック… ���������円

岡
県
福
岡
市
）、
長
谷
川 
豊
さ
ん

（
静
岡
県
浜
松
市
）
よ
り
、
ふ
る
さ

と
納
税
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
政
策
課

　

広
報
真
庭
�
月
号　

�
の
研
鑽

��

に
栄
誉
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た

第　

回
全
国
（　

歳
以
上
）
シ
ニ

��

��

ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
予
選
会
の
場
所

と
出
場
者
が
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
正
し
く
は
「
鳥
取
県
」、「
矢

木
秀
雄
」
さ
ん
で
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

秘
書
広
報
課

今月の掲載は、�/�、��日の入札実施分。

真庭市営
分譲団地しらうめ団 地
����特別な区画を

あなたに！

市では上市瀬で販売している「しらうめ団
地」の追加販売を行います。購入を希望す
る人は、今すぐ都市住宅課までお申し込み
ください。

◆分譲概要
所在地　　真庭市上市瀬����番�
区画数　　�区画
区画面積　������㎡
分譲価格　���������円

 �問   都市住宅課　畦崎　℡ ����-��-����

■購入者の決定　申込期間内に申込者が�人だった場合は
その人に、複数人だった場合は抽選とさせていただきます。

申込期間  �月�日�～�月�� 日�

正
解
を
発
表
し
ま
す

食
育
○
×
ク
イ
ズ  
解
答

真
庭
音
楽
祭
出
演
者
募
集

み
ん
な
で
つ
く
る
音
楽
祭

第　

回
落
合
納
涼
花
火
大
会

��
夏
の
風
物
詩

ふ
る
さ
と
納
税

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

お
詫
び
と
訂
正

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん



Maniwa ��

　

現
在
の
川
岸
は
だ
い
た
い
護
岸

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
竹
藪
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
子
ど
も

の
頃
に
は
、
川
の
畔
の
両
側
に
は

竹
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
毎
年
の

七
夕
様
に
な
る
と
、
友
人
同
士
で

取
り
に
行
き
、
な
ん
と
か
持
っ
て

帰
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

持
っ
て
帰
っ
た
竹
は
、
父
が
杭
を

打
っ
て
取
り
付
け
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
縁
側
に
は
机
を
置
い
て
、

そ
の
上
に
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

を
使
っ
て
、
マ
ッ
チ
の
軸
で
足
を

つ
け
て
牛
や
馬
な
ど
作
っ
て
い
ま

し
た
が
、
長
か
っ
た
り
短
か
っ
た

り
長
さ
が
な
か
な
か
合
わ
ず
、
難

し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

竹
に
は
た
く
さ
ん
の
短
冊
を
取
り

付
け
て
、
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
が
、

今
の
裕
福
な
時
代
と
は
違
い
、
食

べ
物
が
な
か
っ
た
時
代
で
し
た
の

で
、
食
べ
物
ば
か
り
い
ろ
い
ろ
欲

し
い
物
を
い
っ
ぱ
い
書
き
ま
し

た
。
今
は
亡
き
父
が
、
短
冊
を
見

て
も
っ
と
他
に
書
く
事
は
な
い
の

か
と
笑
い
な
が
ら
言
っ
て
い
た
言

葉
を
今
も
よ
く
覚
え
て
い
て
懐
か

し
い
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

七
夕
に
つ
い
て
少
し
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま 

す
。私
た
ち
の
子
育
て
の
頃
は
、保

育
園
も
な
く
時
折
お
り
の
行
事
は

家
で
し
て
や
っ
た
も
の
で
す
。
七

今
月
の
テ
ー
マ

���
七
夕
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��運動会�です 。
楽しかった運動会、悔し
い思い出など運動会につ
いて、���字程度でお寄せ
ください。

川柳の兼題は
��風�です。
お便りは同封したはがき
をご利用ください。川柳
の締め切りは�月��日�
です。

�月号では、

��海��
についてお便りを募
集しています。
（ �月��日締め切り）

�月号 読者の広場

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
���通の中から
チ ョ イス

▼

 金佐武志

▼

 PN あおい

▼

 PN もも

��
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
�

土
屋
勝
幹
さ
ん（
上
市
瀬
）

夕
に
は
近
く
に
あ
る
竹
を
祖
父
が

切
っ
て
き
て
く
れ
て
、
祖
父
母
と

み
ん
な
で
色
紙
を
短
冊
に
切
り
、

三
人
の
子
こ
ど
も
が
思
い
思
い
の

自
分
な
り
の
言
葉
を
書
き
ま
し

た
。
長
男
は
勉
強
が
よ
く
で
き
る

よ
う
に
と
書
き
、
次
男
は
野
球
選

手
に
な
り
た
い
と
書
き
、
小
中
高

と
軟
式
野
球
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と

し
て
頑
張
り
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
思
い
が
達
成
で
き
満
足

し
て
い
た
顔
が
目
の
前
に
浮
か
び

ま
す
。
三
男
は
い
い
お
嫁
さ
ん
を

も
ら
い
た
い
と
書
き
、
今
で
は
そ

���
七
夕
�

稲
岡
雅
子
さ
ん（
上
）

▼

 PN 黄昏さん

▼

 PN となりのトロロさん

�������������月��日 （ 日 ）
エスパス ホー ル

��������	
�������������������������

����
��������
��������

■鑑賞券

一般���円（税込）
中学生・高校生・大学生���円
小学生無料（未就学児の入場は不可）

■鑑賞券販売所

久世エスパスセンター
勝山文化往来館ひしお
サンプラザ・インフォメーション

主催  真庭市「 じんじん」上映実行委員会 問い合わせ先  ℡ ���-����-����



こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

��� Maniwa

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりが
な）�性別�生年月日�住所�応
募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

あ
じ
さ
い
祭
り
の
期
間
中
、
ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
を
飲
み
な
が
ら
く
つ
ろ

い
で
い
た
だ
け
る
カ
フ
ェ
を
開
き

ま
し
た
。
自
然
な
も
の
に
こ
だ
わ

っ
て
い
て
、
メ
ニ
ュ
ー
に
は
ロ
ー

ス
イ
ー
ツ
と
い
っ
て
、
砂
糖
も
火

も
加
え
な
い
で
作
る
お
菓
子
も
出

し
て
み
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
に
は
近

隣
の
作
家
さ
ん
の
作
品
も
展
示

し
、
自
然
な
ム
ー
ド
を
演
出
し
て

み
た
り
し
て
。
こ
の
活
動
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
自
然

を
大
切
に
す
る
上
田
の
活
動
を
発

信
し
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
こ
の
山

の
て
っ
ぺ
ん
を
訪
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ー
ブ
を
植
え
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

の
ハ
ー
ブ
で
す
か
ら
、
上
田
む
ら

お
こ
し
の
会
の
行
事
な
ど
に
合
わ

せ
て
、
ハ
ー
ブ
を
楽
し
む
催
し
も

開
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
上
田

　

校
舎
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
れ

ば
。そ
ん
な
思
い
が
詰
ま
っ
た「
上

田
小
学
校
校
舎
を
守
ろ
う
活
動
」

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
の

�
月　

日
に
有
志
で
集
ま
っ
た
皆

��

さ
ん
と
玄
関
横
の
花
壇
に
ハ
ー
ブ

を
植
え
ま
し
た
。
作
業
に
は
岡
山

県
南
か
ら
来
た
方
も
お
ら
れ
、
み

ん
な
で
一
緒
に　

種
類
以
上
の
ハ

��

の
通
り
の
最
良
の
お
嫁
さ
ん
を
も

ら
い
幸
せ
に
暮
ら
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
�
人
の
子
ど
も
が
健
康

で
、
人
様
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
に
育
ち
ま
す
よ
う
に
と
書
き
ま

し
た
。
七
夕
に
は
必
ず
ダ
ン
ゴ
を

お
供
え
し
て
、
無
事
を
祈
り
家
内

安
全
を
祈
り
、
八
日
に
は
川
下
に

流
し
て
、
一
家
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と

と
き
で
し
た
。当
時
の
思
い
出
は
、

今
は
走
馬
灯
の
よ
う
に
脳
裏
を
駆

け
巡
り
ま
す
。
子
ど
も
も
成
長
し

た
今
、
私
も
八
十
歳
の
坂
を
上
り

つ
つ
野
菜
を
作
り
、
人
様
と
仲
良

く
頑
張
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

 段  堂   大 地    くん
だん どう だい ち

Ｈ������� 生まれ（大庭）
◯応  美知子さん（母）

 牧   亮助 くん
まき

Ｈ������ 生まれ（多田）
◯応  久司さん（父）

 小林   琴 音    ちゃん
こばやし こと ね

Ｈ������� 生まれ（栗原）
◯応  政人・聖子さん（両親）

 佐  野   敬 梧    くん
さ の けい ご

Ｈ������ 生まれ（久世）
◯応  恵理さん（母）

 村上  蓮隼 くん
むらかみ

Ｈ ������� 生まれ（蒜山下長田）
◯応  清次・千夏さん（両親）

 小  谷   陽 歌    ちゃん
こ だに はる か

Ｈ������ 生まれ（蒜山下長田）
◯応  雄治さん（父）

 山    晴 友    くん
やま はる と

Ｈ������ 生まれ（神代）
◯応  真由美さん（母）

花壇に植えられたハーブ

▼

 PN トーマ

▼

 上原享太

▼

 もりたひろと

りょうすけ

れんしゅん

���
上
田
の
山
の
て
っ
ぺ
ん
で
�

　
  
瑠
璃
の
丘
さ
ん（
田
原
山
上
）

PN

さ き
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��������	
�
　  〒���-����  真庭市上水田����
　  ＴＥＬ����-��-����　ＦＡＸ����-��-����
　  開館時間　平日��：��～��：��
　　　　　　  土日�：��～��：��　
　  休館日　毎週月曜日　年末年始

今月のおすすめの本
初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

　
　

伏
見
全
史
さ
ん（
久
世
）

　

初
め
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

普
段
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
倶

楽
部
く
せ
の
活
動
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
今
日
は
天
気
も
よ
く
、

楽
し
く
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ

は
面
白
か
っ
た
で
す
。
今
日
は
、

大
人
の
参
加
が
少
な
い
の
で
、
次

回
は
友
だ
ち
を
誘
っ
て
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

真
庭
は
必
ず
良
く
な
る
と
信
じ
て

市  
和
真
さ
ん（
野
川
）

　

も
の
が
た
り
会
議
の
委
員
長
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
い
っ

て
も
立
候
補
し
た
の
で
す
が
。
真

庭
を
良
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
の
集
ま
り
な
の
で
、
委
員
長
と

い
う
の
は
さ
す
が
に
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
感
じ
ま
す
。　

年
後
の
未
来

��

を
想
像
す
る
と
、
き
っ
と
真
庭
は

県
外
か
ら
お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い

来
て
く
れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
会
議
に
は
大

勢
高
校
生
も
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
将
来
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

み
ん
な
で
頑
張
り
ま
す
。
皆
さ
ん

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

の
〜
て
ん
き
に
頑
張
り
ま
す

　
　
　

渋
谷
杏
奈
さ
ん（
種
）　

森
谷
麻
衣
さ
ん（
福
田
）

　

真
庭
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
に
、
湯
原
か
ら
「
の
〜

アフリカの森に果物のなって
いる、大きな木がありました。
ゴリラやチンパンジーがやっ
てきて、果物をむしゃむしゃ
食べます。果物を食べた動物
たちのうんちから、やがて芽
が出て…。

「中国・四国子連れにおすすめの
   キャンプ場はここだ ！ 」
秀巧堂おでかけプロジェクト／著　メイツ出版

「欲と収納」
群ようこ／著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

物は買いたい。でも収納でき
ない…。捨てようと思えば未
練が募ったり、未使用のもの
が出てきたり、とかくままな
らない収納。ため息の向こう
に、理想の暮らしは果たして
あるのか？　群ようこの抱腹
絶倒エッセイ。

て
ん
き
」
と
い
う
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
に
は
、
毎
年
楽
し
く
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
魅
力
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で
も
で
き
る

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
今
日
も
、

チ
ー
ム
名
の
と
お
り
、
の
〜
て
ん

き
に
、
楽
し
く
プ
レ
ー
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
来
年
も
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
皆
で
楽
し
く
プ
レ
ー
し

た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の

大
会
は
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

「よいこととわるいことって、なに？
 （こども哲学）」
オスカー・ブルニフィエ／文　朝日出版社

「くんくんくん　おいしそう」
阿部知暁／著　福音館書店

「よい」ことと「わるい」こ
とを楽しく考える絵本。�つ
の大きな問題へのいろんな考
えを紹介。それをあれこれ組
み合わせたりして、きみだけ
の答えをさがしてみよう！子
どもと本気で語り合いたい大
人にもおすすめ。

▲ PNチャチャチャサンタ

中国・四国地方にある、子ど
もと行きたいキャンプ場を紹
介。連絡先、利用期間や入退
場時間、おすすめポイント、
料金と遊びの種類、設備の有
無、アクセス＆マップ等を掲
載する。
データ：����年�月現在。

▲ 上原奈々▲ もりたみきえ
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川 柳   「胃」
胃
の
不
満
な
だ
め
な
が
ら
の
ダ
イ
エ
ッ
ト　

菊
池
千
江
子　

本
郷

胃
は
元
気
百
歳
ま
で
も
夢
で
な
い　
　
　
　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

胃
薬
を
飲
ん
で
つ
き
あ
う
縄
の
れ
ん　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

仮
面
脱
ぐ
居
酒
屋
ビ
ー
ル
が
胃
に
し
み
る　

ゑ
み
こ　
　
　

目
木

胃
の
調
子
今
日
も
最
良
笑
み
こ
ぼ
れ　
　
　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

足
腰
は
衰
え
た
け
れ
ど
胃
は
元
気　
　
　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

胃
カ
メ
ラ
が
私
の
秘
密
を
探
り
出
す　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

胃
カ
メ
ラ
が
飲
め
た
野
と
な
れ
山
と
な
れ　

青
山
萌
黄　
　

上

胃
が
痛
む
相
談
は
ダ
メ
と
釘
を
刺
す　
　
　

上
島
敬
一　
　

蒜
山
上
長
田

胃
で
医
者
に
酒
と
命
を
比
べ
ら
れ　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

消
費
税
八
十
路
暮
ら
し
も
胃
が
重
い　
　
　

土
屋
勝
幹　
　

上
市
瀬

好
物
の
入
い
る
胃
袋
別
に
有
り　
　
　
　
　

楢
本
公
枝　
　

上
市
瀬

腹
八
分
ス
ト
レ
ス
た
め
ず
に
胃
を
守
ろ　
　

植
田
万
里
子　

月
田

酒
も
呑
み
カ
メ
ラ
も
の
ん
で
胃
の
腑
無
事　

松
尾
千
恵
子　

月
田

胃
カ
メ
ラ
に
私
の
弱
味
握
ら
れ
る　
　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

胃
薬
と
酒
と
女
房
手
離
せ
ぬ　
　
　
　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

胃
カ
メ
ラ
に
心
の
痛
み
見
抜
か
れ
る　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

選：勝山川柳会　原  健裕さん

��������	
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今
月
の���

真庭市栄養改善協議会の提供です

せせらぎと水車、そしてホタル
風物詩とはまさにこのこと。北房のホタルは今年も見事な乱舞を見せて
くれました。この風景を見逃すまいと訪れた大勢の観光客が、時が経つ
のも忘れてホタルに見とれていました。

▲ 山田勇馬▲ PN ハナ王子

とまとジャム

夏が旬のトマト。完熟トマトでつく
ればより一層おいしくできます。

今月のレシピ
提供は

瀧本定子さん
（湯原支部）

 材料 （４人分）

・トマト　���ｇ
・砂糖　���ｇ
・レモン汁　��㏄
※材料は作りやすい分量の目安です。

 作り方

＜とまとジャム（全量）の栄養価＞
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 � . �ｇ  
　脂質 �  . �ｇ  カルシウム �� ｍｇ

①トマトを熱湯に通して皮を湯むきし、
ざく切りにする。
②鍋に材料を入れて混ぜたら火にかけ、
煮立ったら弱火にする。
③時々あくを取り除き、かき混ぜながら
煮詰めて出来上がり。

お話：トマトに多く含まれているリコピ
ンには抗酸化作用があり、生活習慣病や
加齢症状の予防などが期待できます。
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健康のススメ�

　

ピ
ロ
リ
菌
（
以
下
ピ
ロ
リ
）
が

胃
が
ん
の「
確
実
な
発
が
ん
因
子
」

と
認
定
さ
れ
、
現
在
胃
が
ん
の
約

　
 
㌫ 
は
ピ
ロ
リ
感
染
が
原
因
と
さ

��れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
胃
が

ん
予
防
と
し
て
除
菌
治
療
が
大
変

注
目
さ
れ
、
平
成　

年
�
月
ピ
ロ

��

リ
感
染
胃
炎
に
対
す
る
除
菌
が
保

険
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

ピ
ロ
リ
感
染
は
、
�
〜
�
歳
ま

で
に
起
こ
り
以
後
感
染
を
繰
り
返

し
、
そ
の
後
成
人
で
の
感
染
は
少

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、

感
染
率
は
世
界
的
に
み
て
も
減
少

傾
向
に
あ
り
、
日
本
の
中
学
生
・

高
校
生
の
感
染
率
は
、
�
㌫ 
前
後

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

胃
が
ん
の
一
次
予
防
と
し
て
、

中
学
�
〜
�
年
生
と
い
う
早
い
時

期
に
除
菌
を
行
っ
て
お
け
ば
、　

��

〜　

歳
に
な
っ
て
除
菌
す
る
よ
り

��
除
菌
効
果
（
胃
が
ん
発
生
予
防
効

果
）が
大
き
い
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

お話：近藤病院 院長  近藤秀則 さん � ��������������	��


そ
の
他
、
早
期
除
菌
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
、
胃
の

健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、

慢
性
活
動
性
胃
炎
〜
萎
縮
性
胃

炎
、
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
に
な
る

可
能
性
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
主
た
る

感
染
源
の
根
絶
、す
な
わ
ち
将
来
、

結
婚
し
母
親
・
父
親
に
な
っ
た
場

合
、
自
分
の
子
ど
も
に
ピ
ロ
リ
を

感
染
さ
せ
る
心
配
が
無
く
な
る
、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　　

真
庭
市
医
師
会
で
は
、
真
庭
市

と
川
崎
医
科
大
学
と
密
接
に
連
携

し
、
平
成　

年
�
月
〜
�
月
の
�

��

カ
月
間
ピ
ロ
リ
検
診
を
実
施
し
ま

し
た
。
自
治
体
が
実
施
主
体
と
な

る
、
全
国
で
初
め
て
の
こ
の
取
り

組
み
は
、
大
変
注
目
さ
れ
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
感
染
の
診
断
や
除
菌

に
掛
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
限
り
負
担
の
掛
か
ら
な
い
料

金
設
定
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

万
が
一
、
除
菌
の
副
作
用
（
ま
れ

に
薬
疹
、
軟
便
な
ど
）
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
担
当
病
院
で
対
応

す
る
体
制
と
し
て
い
ま
す
。

　　

市
内
中
学
�
〜
�
年
生
を
対
象

と
し
た
ピ
ロ
リ
検
診（
一
次
検
診
・

尿
中
ピ
ロ
リ
抗
体
検
査
）
を
行
い

ま
し
た
。陽
性
者
に
二
次
検
診（
確

認
試
験
）
と
し
て
尿
素
呼
気
試
験

を
行
い
、
両
者
と
も
陽
性
を
ピ
ロ

リ
感
染
者
と
判
定
し
、
希
望
者
に

対
し
て
除
菌
治
療
を
行
い
ま
し

た
。
受
診
者
は
�
�
�
人
（
受
診

率
約　

㌫
）、
感
染
者
は　

人
（
感

��

��

染
率
約
�
㌫
）
で
し
た
。
感
染
者

全
員
が
除
菌
を
行
い
、
成
功
率
は

�
�
� 
㌫ 
で
副
作
用
は
軽
微
で
し

た
。
実
際
に
検
査
を
受
け
た
生
徒

の
保
護
者
か
ら
「
ピ
ロ
リ
感
染
を

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

中学生ピロ リ検診：尿中抗体測定と除菌

調
べ
て
も
ら
っ
て
大
変
良
か
っ
た

し
安
心
し
た
」「
子
供
が
感
染
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
除
菌

し
て
も
ら
い
安
心
し
た
」「
自
分
も

ピ
ロ
リ
を
調
べ
て
み
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
、
多

く
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

今
後
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

か
ら
ピ
ロ
リ
感
染
を
無
く
し
、
将

来
に
わ
た
り
胃
が
ん
の
発
生
を
限

り
な
く
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
ピ
ロ
リ
検
診
に
ど
う
か
ご
理
解

い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
生

徒
が
、
簡
単
に
で
き
る
尿
検
査
で

ピ
ロ
リ
感
染
を
調
べ
、
も
し
陽
性

の
場
合
に
は
除
菌
治
療
を
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん

市
内
中
学
生
ピ 
ロ
リ 
検
診

平
成�

年
度
実
施
結
果

��

中学生の尿中ピロリ抗体検査が始ま
っています。

■受診期間　�月��日�まで

■対象　中学�～�年生で、平成��
年度に検査を受けていない人

■受診費用　無料（抗体検査のみ）
詳しくは平成��年度保健だよりをご
覧ください。

この検査は、尿検査によりピロリ感
染の有無を判定し、感染がわかった
人で希望する人には除菌治療を行う
ものです。この機会に、ぜひ検診を
受けましょう。

問い合わせ先
健康推進課　寺沖　℡����-��-����

ピロ リ 抗体検査

若
年
者
の
除
菌

保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

中学生の お知
らせ



　

見
た
目
は
大
き
な
青
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
い
っ
た
感
じ

で
す
が
、
そ
の
正
体
は
甘
く
て
長
い
ピ
ー
マ
ン
。
北

房
で
何
か
新
し
い
特
産
品
を
作
れ
な
い
か
と
、
栽
培
を

始
め
た
の
が
�
年
前
で
し
た
。
ホ
ク
ピ
ー
と
い
う
か
わ

い
ら
し
い
名
前
は
、
北
房
の
ピ
ー
マ
ン
だ
か
ら
と
い
う

簡
単
な
理
由
で
付
け
ま
し
た
。�
戸
の
農
家
か
ら
始
ま

り
、
今
で
は　

戸
が
約　

㌃ 
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

��

��

栽
培
は
比
較
的
簡
単
で
す
が
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
ル
ー

ツ
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
水
分
と
肥
料
が
不
足
す
る

と
辛
味
成
分
の
カ
プ
サ
イ
シ
ン
が
出
る
こ
と
も
あ

り
、そ
の
点
に
は
十
分
注
意
し
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ホ
ク
ピ
ー
の
特
徴
は
や
っ
ぱ
り
甘
さ
と
柔
ら

か
さ
で
、
ピ
ー
マ
ン
が
苦
手
な
人
に
も
お
勧
め
。
生

は
も
ち
ろ
ん
素
焼
き
や
天
ぷ
ら
に
し
て
食
べ
て
も
お

い
し
い
で
す
。
旬
の
季
節
は
こ
れ
か
ら
で
、
�
月
か

ら
霜
が
降
り
る　

月
く
ら
い
ま
で
市
南
部
の
直
売
所

��

や
農
協
な
ど
に
出
荷
し
ま
す
。ま
た
、
大
阪
府
高
槻
市

の
真
庭
市
場
に
も
並
び
、
高
槻
市
内
の
ホ
テ
ル
や
飲

食
店
と
も
取
り
引
き
が
あ
り
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も

認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
。
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
北
房
の
直
売
所
や
真
庭
市
場
で
の
試
食
販

売
も
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
で
も
仲
間
を
増
や
し
、
自
慢
の
特
産
品
に
育
て

て
い
き
た
い
で
す
。

��� Maniwa

互いの成長に良い影響を与え合
うものを組み合わせて育てる「コ
ンパニオンプランツ」という栽培
方法を取り入れています。ホクピ
ーはネギやニラと一緒に栽培。
もちろんネギなども出荷できる
ので、まさに一石二鳥です。

北部野菜生産組合�
ホクピー部会代表�

平田 忠さん（下呰部）�

お話�

４７�

ホクピー�������������������������������������������
��������������������������������������������������������

誘引ひもに沿って成長し、��cmくら
いまで大きくなります
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旭
川
荘
真
庭
療
育
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
が

�
月　

日
に
行
わ
れ
、
福
祉
関
係
者
な
ど

��

約
�
�
�
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
後
、
セ
ン
タ
ー
内
で
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
社
会
福
祉

法
人
旭
川
荘
が
運
営
。
真
庭
市
内
初
と
な

る
重
症
心
身
障
が
い
児
・
者
の
支
援
事
業
、

発
達
障
が
い
の
あ
る
幼
児
・
児
童
の
支
援

事
業
、
利
用
者
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
障
が
い

の
あ
る
人
の
在
宅
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

施
設
が
新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。

竣工式でテープカットする関係者

真
庭
に
新
た
な
光

旭
川
荘
真
庭
療
育
セ
ン
タ
ー
竣
工
式まにわ合戦を楽しくプレーする子供たち

　

第
�
回
真
庭
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
真
庭
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会
主
催
）
が
�
月　

日
に
、
真
庭
や
ま

��

び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
ま
に
わ
合
戦
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
も
大
勢

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
チ
ー
ム
メ
イ

ト
や
対
戦
相
手
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

気
軽
に 
ニ 
ュ 
ー 
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

遊びと学びがいっぱいあるよ遊びと学びがいっぱいあるよ
　森のようちえん「あかとんぼ」開園式森のようちえん「あかとんぼ」開園式

　

森
の
よ
う
ち
え
ん
「
あ
か
と
ん
ぼ
」
の
開
園
式
が

�
月　

日
、
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
で
行
わ

��

れ
ま
し
た
。
真
庭
・
ト
ン
ボ
の
森
づ
く
り
推
進
協
議

会
が
主
催
す
る
事
業
の
一
つ
で
、
自
然
の
中
で
自
由

に
遊
び
学
ば
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。「
危
な
い
」「
だ

め
」
と
い
っ
た
普
段
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
言
葉
は

控
え
、
見
守
り
を
す
る
の
が
こ
こ
で
の
親
の
役
目
。

子
ど
も
た
ち
は
草
む
ら
や
小
川
な
ど
に
ど
ん
ど
ん
入

っ
て
行
き
、
自
然
の
中
に
あ
る
遊
び
を
発
見
し
て
の

び
の
び
と
過
ご
し
ま
し
た
。

服がぬれるのも忘れて小川で夢中
に遊ぶ子どもたち

ただの草でも子どもたちには立派
な遊びの道具です

木陰での読み聞かせもひと味違って楽しい ！  
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

�
月　

日
、「
な
つ
か
し
の
学
校
給
食
」

��

に
新
し
い
学
生
服
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
服
を
贈
呈
し
た
の
は
、
真
庭
市
と
ト

ン
ボ
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
連
携

の
あ
る
学
生
服
メ
ー
カ
ー
の
ト
ン
ボ
。
贈

呈
に
合
わ
せ
て
、
旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
で

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
詰
め
襟
や
セ

ー
ラ
ー
な
ど　

着
と
目
録
が
、
学
校
給
食

��

を
提
供
し
て
い
る
、
ま
に
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の

代
表
ら
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
関

係
者
は
、
さ
っ
そ
く
学
生
服
を
着
て
給
食

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学生服を着て懐かしの世界にタイムスリップ

フィナーレは、出演者全員で「夏和」を演奏

　

第　

回
夏
彩
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

��

が
�
月
�
日
に
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
早
川
太
鼓
、
櫻
木

坊
天
狗
太
鼓
を
は
じ
め
県
北
の
�
団
体
が

参
加
し　

曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
見
事
な

��

ば
ち
さ
ば
き
と
迫
力
の
あ
る
演
奏
で
約
�

�
�
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
最
後

の
曲
目
は
、
出
演
団
体
�
�
�
人
が
舞
台

に
上
が
り
、
こ
の
日
の
た
め
に
作
曲
し
た

「
夏
和
」
を
披
露
し
、
客
席
と
舞
台
が
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。
出
演
者
、
聴
衆
共
に
和

太
鼓
に
酔
い
し
れ
た
一
日
で
し
た
。

迫
力
の
あ
る
音
で
魅
了

夏
彩
和
太
鼓
フ
ェ 
ス
テ 
ィ
バ
ル

　　 人馬一体となり技術を競う

第��回岡山ホースショー

が、蒜山ホースパークで行

われました。大会では、定

めた経路や歩様の動作を競

う馬場馬術や設置された障

害を飛び越して通過する障

害飛越競技が行われ、乗馬

技術を競いました。

�/�

　　 今年も熱戦 ！ ！

第�回真庭市長杯ソフトバ

レーボール大会が、白梅総

合体育館で開催されまし

た。年齢別や男女別、ファ

ミリーの部門に��チーム約

 ���名が参加。真剣に、そし

て楽しく熱戦を繰り広げま

した。

�/�

　　 好き嫌いなく食べて健康維持

渡利かのえさん（美甘）が、

�月�日に百歳を迎えられ

ました。��歳ごろまではゲ

ートボールをしていました

が、現在は、テレビで相撲

や時代劇を見るなど家でゆ

っくり過ごされているそう

です。

�/��

　　地域の皆さんお待ちかね

第��回ふれあい市が、真庭

高校久世校地農場で行われ

ました。開始前からコッペ

パンなどを求める買い物客

で長蛇の列ができていまし

た。キャベツや玉ねぎなど

も�時間を待たずに完売

し、大盛況でした。

�/��

　　ホタル守る文化残していこう

北房ホタルの発表会が北房

文化センターで開かれまし

た。ホタルっ子ミュージカ

ルや北房地区小学校の研究

発表などがあり、最後に「ほ

たる共生宣言」を発表。ホ

タルを大切にする文化の継

承を確認しました。

�/��

学
校
給
食
が
装
い
新
た
に

学
生
服
あ
り
が
と 
う
セ
レ 
モ 
ニ 
ー
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広
報
真
庭   
●
月
号

　�

が�

編
集
後
記�

　

ハ
ン
ザ
キ
を
描
い
た
一
対
の
の
れ
ん

が
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
保
護
セ
ン

タ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
撮
影
し
て

い
て
ふ
と
呟
い
た
言
葉
は
「
い
い
な

ぁ
」。作
品
が
素
晴
ら
し
い
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
殺
風
景
な
感
じ
が
し
て
い

た
部
屋
に
鮮
や
か
な
色
が
加
わ
っ
た
影

響
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

年
は
「
痩
せ
た
い
」
で
は
な
く
、「
い
い

な
ぁ
と
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
短
冊

に
書
こ
う
か
な
。 

小
山

　

実
は
何
度
か
自
転
車
で
通
勤
を
し
て

み
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
そ

こ
距
離
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
片
道
な

ん
と　

分
。
お
び
た
だ
し
い
量
の
汗
を

��

か
い
て
翌
日
か
ら
は
筋
肉
痛
…
。
あ
れ

は
ま
る
で
「
惨
走
」
で
し
た
。
自
転
車

を
使
っ
て
散
歩
を
す
る
よ
う
に
走
る

「
散
走
」。
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
楽
し
み

方
で
い
い
で
す
ね
。
久
々
に
自
転
車
に

で
も
乗
っ
て
み
よ
う
か
な
。
今
度
は
急

が
ず
焦
ら
ず
の
ん
び
り
と
。 

江
崎

　

真
庭
高
校
の
ふ
れ
あ
い
市
に
取
材
に

行
き
ま
し
た
。
行
く
前
に
、
コ
ッ
ペ
パ

ン
が
お
い
し
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い

て
、
取
材
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
残
っ
て

い
る
よ
う
な
ら
買
っ
て
帰
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
の
そ
の
。
開
始

前
に
会
場
に
行
く
と
、
す
で
に
長
蛇
の

列
。そ
れ
を
見
た
瞬
間
に
諦
め
ま
し
た
。

当
日
は
大
盛
況
。
高
校
生
た
ち
の
テ
キ

パ
キ
と
働
く
姿
に
、
感
心
し
ま
し
た
。

心
残
り
は
…
コ
ッ
ペ
パ
ン
。 

横
山

　子どもたちにとって楽しみな季節がやってきました。真庭
ではこの夏もイベントが盛りだくさん。夏のイベント情報を
まとめた「岡山・真庭の自由研究帳」ができました。市役所
窓口や観光施設などのパンフレット置き場にありますので、

ぜひご利用ください。いろんなことにチャ
レンジして、とっておきの思い出を！

真庭の夏は真庭の夏は
チャレンジの夏チ ャレ ンジの夏！！

今年もあの幻想風景に出会え る ！

�����������������
■日時　�月�日�～�日�  ��：��～��：��
※駐車場に限りがあるため、なるべく乗り合わせて
　お越しください。
※夜間のため懐中電灯などをご持参ください。

�問   勝山支局総務振興課  ℡����-��-����

写真はイメージです

入場
無料


